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革新的医療技術創出拠点

➢ 橋渡し研究支援機関（11機関）
➢ 臨床研究中核病院（15病院）

➢ 国立がん研究センターは橋渡し研究
支援機関と、ふたつの臨床研究中核
病院（中央病院・東病院）を持つ

AMED HPより 令和5年度より長崎大学病院追加



国立がん研究センターとAMED橋渡し研究プログラム

➢ 2021年7月1日、国立がん研究センター（NCC）内外の橋渡し研
究を支援する築地キャンパス・柏キャンパス横断的な部局として橋渡
し研究推進センター（CPOT）が設立され、橋渡し研究支援機関
の中心的な役割を担っている。

➢ 2022年度より橋渡し研究支援機関を活用し、アカデミア等の優れ
た基礎研究の成果を臨床研究・実用化へ効率的に橋渡しするため
の研究費等の支援を行うAMED橋渡し研究プログラムが開始と
なった。

⚫ 橋渡し研究推進センター業務のひとつにAMED橋渡し研究プログ
ラムにおける支援課題の選定やプロジェクトマネジメントなど研究
支援がある。

AMED橋渡し研究プログラム
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AMED橋渡し研究プログラムとは

➢ CPOTは国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）の「橋渡し研究プログラム（委託事業）」に
おいて、申請の窓口、及びAMEDと研究者の架け橋となる。「橋渡し研究プログラム（補助事業・シーズA）」
において、研究者からの支援依頼シーズについて、拠点内の評価委員会（運営委員会）の判定に基づき研究
費を配分する。

申請

橋渡し研究支援機関認定
文部科学省

委託

研究支援
実用化支援

採択

CPOT

研究者

AMED橋渡し研究プログラム委託事業

研究提案

報告

橋渡し研究支援機関認定
文部科学省

委託等

補助

CPOT

AMED橋渡し研究プログラム補助事業

研究者

開発支援

研究提案
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シーズ区分の概要

➢ 「橋渡し研究プログラム」の支援シーズ区分は、特許取得状況、非臨床・臨床POCの取得状況、企業連携の有
無などにより、シーズA、preF、シーズF、シーズB、シーズCに区分される。

➢ 今回は、シーズA（基礎研究）を対象とし、支援を希望するシーズを募集する。

※シーズ区分別の「研究期間・研究費の規模の目安と応募条件」は次ページに掲載
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シーズ区分について
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シーズA
1. 対象課題：支援期間内に関連特許出願を目指す基礎研究課題
2. 支援期間・支援額：原則1年間、最大5,000千円/年度/課題
3. 成果目標：

➢ 関連特許の出願
➢ preF＊等へのステージアップ
＊preF: 非臨床POC取得に必要なパッケージの策定を目指す研究。応募条件は、特
許出願済でかつ、支援期間内（2年間）で治験開始に必要な非臨床試験の項目と
RS戦略相談（対面助言）を受けるための蓋然性の高い研究計画及び開発計画、
及び企業との連携を行うための計画が立てられていること

4. 応募条件：アカデミアが関連特許を出願、または企業と共同出願することを目指すシー
ズであること



「橋渡し研究プログラム」シーズA課題の選考

＜採択候補課題の選定方法＞
CPOT橋渡し研究プログラム運営委員会により、書類審査及び必要に応じてヒアリング審査が実施される。
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応募課題数
(NCC内/外)

採択課題数
(NCC内/外)

A 38
(26/12)

17
(11/6)

令和4年度実績

＜採択候補課題の選定フロー＞

シーズAについては、運営委員会が応募課題の中から採択候補課題を選定し、研究費配分額も決定する。AMEDによる審査
は行われない。

応募課題数
(NCC内/外)

採択課題数
(NCC内/外)

A 51
(22/29)

10
(5/5)

令和5年度実績
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令和6年度 橋渡し研究プログラム 課題選定方法

専門委員
医薬品担当

専門委員
医療機器担当

運営委員

A B

書面審査

ヒアリング審査

C D E

F G

A B

e f ga b c d

運営委員会
採択課題の選定

A B

A B

C D E

C D E

F G

F G

運営委員・医薬品

運営委員・医療機器 運営委員

C

F

A B

A B

提案課題1・医薬品

提案課題2・医療機器

書面審査例

a b

ih
i j kh l

※外部委員を含む

➢ 運営委員
委員長・副委員長
橋渡し研究推進センター2名

医薬品・体外診断用医薬品・再生細胞治療担当
中央病院1名、東病院1名、研究所1名

医療機器担当
中央病院1名、東病院1名

➢ 専門委員
医薬品・体外診断用医薬品・再生細胞治療担当
中央病院1名、東病院1名、研究所2名、
先端医療開発センター1名、外部2名

医療機器担当
中央病院2名、東病院2名、外部1名

※外部委員は企業経験者



橋渡し研究プログラム・シーズA スケジュール（予定）

• 9月25日（月） 第1回説明会（Zoomミーティング）

• 9月26日（火） 第2回説明会（Zoomミーティング）

• 9月29日（金） 応募開始

• 10月30日（月） 正午 応募締め切り

• 11月上旬～11月下旬 書類審査

• 12月11日（月）13時～ヒアリング審査（医薬品・体外診断・再生細胞）

• 12月12日（火）13時～ヒアリング審査（医療機器・診断機器）

• 12月下旬 採択課題の決定（予定）
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提案書記載のポイント
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タイトルだけで解るような課題名を記載してください。

公開可能な課題名を記載してください。

具体的なシーズ名を記載してください。



提案書記載のポイント
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該当箇所にチェックを入れてください。



提案書記載のポイント
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本研究の概要を300～500字で
記載してください。



提案書記載のポイント
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本研究の内容になります。字数制限
はありませんが、評価者が評価しや
すいように、適宜図表を使用しながら

解りやすく記載してください。

研究背景～これまでの研究成果を
記載してください。アンメットメディカル
ニーズ＝「医療現場での必要性」が
解るように記載してください。

研究開発目的を記載してください。本
研究の特色・独創性＝「新規性」「優
位性」が解るように記載してください。

具体的な研究計画・方法を記載してください。特に特
許出願までの計画を具体的に記載してください。また、
研究支援期間だけではなく、実用化までの「特許戦
略」「事業戦略」の計画について記載してください。



提案書記載のポイント
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審査項目の要約になります。
「4. 本開発提案内容」に記載した内容を
各項目300字程度までで、解りやすく記
載してください。箇条書きでも結構です。

医療現場での必要性
どのようなアンメットメディカルニーズがあり、
課題の解決策を解りやすく記載してください。

新規性
新しい技術・モダリティ・マテリアルなど
シーズの独自性を記載してください。

優位性
既存薬・既存技術と比べて、どのような点がどの
程度優れているのか具体的に記載してください。

実用化までの計画妥当性
特許出願するための具体的な計画を記載してください。
どのような製品を目指すのか、市場性や製販までの企業

連携の計画を具体的に記載してください。



提案書記載のポイント
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提案書記載のポイント

「令和6年度 AMED橋渡し研究プログラムシーズ支援課題の募集」について | SEP 2023 |    16



課題選定のポイント

審査は下記4つの項目で評価する。
① 医療現場での必要性
② 新規性
③ 優位性
④ 実用化までの計画妥当性
➢「必要性」：どのようなアンメットメディカルニーズに対するシーズなのか。
➢「新規性」：どのような点が新しいのか。
➢「優位性」：既存のものと比べて、どのような点が優れているのか。
➢「妥当性」：知財戦略と事業戦略を明記する。

⚫ 知財戦略：具体的な特許出願の計画および特許を強化するための戦略
⚫ 事業戦略：どのような製品を目指すのか、市場性を定量的・定性的に記載。製販までの
企業連携計画について記載。
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令和5年度令和4年度
令和4年度

萌芽的研究課題
preA

令和6年度
（2023年7月時点）

7

3

1 シーズ Aに挑戦予定創薬ブースター

17 8

1

1

1

シーズ A preF に挑戦予定（1課題）

シーズ A 継続

次世代がん
医療加速化研究事業

革新がん
医療実用化研究事業

preF に挑戦予定（2 課題）

創薬基盤推進研究事業

CPOT PM 継続支援

（将来的に，橋渡し研究プログラムを
出口戦略のひとつの選択肢とするため）

令和4年度
橋渡し研究
プログラム
シーズ A

2

医薬品プロジェクト
創薬基盤事業とのマッチング

革新的医療技術創出拠点令和5年度拠点調査会議資料より
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令和4年度採択課題のステージアップ

医薬品プロジェクト
・次世代がん医療加速化研究事業
・革新的がん医療実用化研究事業
・創薬基盤推進研究事業

医療機器・ヘルスケアプロジェクト
・医療機器開発推進研究事業
・医療機器等研究成果展開事業
・官民による若手研究者発掘支援事業

再生・細胞医療・遺伝子治療プロジェクト
・再生・細胞医療・遺伝子治療実現加速化プログラム
・再生医療実用化研究事業シーズA

シーズF

橋渡し研究プログラム

preF

起業



応募方法について

＜応募期限＞
2023年10月30日（月）正午

＜応募方法＞
➢ 各提案書様式を下記URLまたは右のQRコードよりダウンロード
（https://cpot.ncc.go.jp/）

➢ 所定の提案書と発表スライド（PowerPointファイル、10枚以内）をメールに添付し、
応募窓口（cpot_boshu@ml.res.ncc.go.jp）に送付
※送信できるファイル容量は合計20MBまでとなっています。20MBを超える場合は下記問い
合わせ先にご相談ください。

＜問い合わせ先＞
橋渡し研究推進センター シーズ募集事務局（cpot_boshu@ml.res.ncc.go.jp）
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